
「放送はどこにラジオを置いても入るの？」
　

　

「緊急放送ではどんな情報が流れるの？」

「緊急放送以外も聞けますか？」
　

「ラジオを使うときの電源は電池？」
　

問い合わせ先：安城市役所危機管理課 【ＴＥＬ】０５６６－７１－２２２０

過去に発生した大規模地震では、地震の揺れに伴う電気機器からの出火や、停電
が復旧した際に建物内の倒れた電化製品や傷ついた配線などに通電することで火災
が発生し、焼失した建物が多くありました。
自分でブレーカーを落として避難することが難しい場合、地震の揺れを感知して

自動的に電気を遮断する『感震ブレーカー』の設置も通電火災の防止に効果的です。
☆市では、「感震ブレーカー」(分電盤タイプ)の設置費用に対し、補助金を交付し
ています。補助制度について詳しく知りたい方は、下記の問い合わせ先までご連絡
ください。市のウェブサイトにも情報を掲載しています。
URL:https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/bosaibohan/shitorikumi/kansinbreaker.html
※防災ラジオ出張販売会場では、感震ブレーカーの申請受付は行っておりませんので、ご了承ください。

《感震ブレーカーのイメージ》
（分電盤タイプ）

《感震ブレーカー設置補助金制度》
（ＱＲコード）

・緊急地震速報（最大震度が震度５弱以上と予想される地震が発生し、

安城市において震度４以上の揺れが予想される場合）

・市からの避難情報（高齢者等避難・避難指示など）

・国民保護情報（弾道ミサイル攻撃、大規模テロなどの有事情報） など

鉄筋・鉄骨・コンクリート造等の建物は、木造の建物に比べて電波を通しにくくなります。

近くに高い建物がある場合なども放送が入りにくい場合があります。

ご購入前に、あらかじめピッチＦＭの電波が受信できる環境にあるかを

お手持ちのラジオ等でご確認いただくことをお勧めします。

ＡＭ放送（ＮＨＫ第１をはじめ４局）とＦＭ放送（ＮＨＫ－ＦＭをはじめ６局）を

聞くことができます。

電池とＡＣアダプター（コンセント接続）両方の電源が必要です。

電池だけだと、通常の使用で消費して、いざという時に電池切れ、なんてことも？

アダプターだけだと、停電した時に使えなくて困ります。充電式ではありません。


